
進
め
て
い
く
た
め
の
必
要
な
制
度
を
見
直

し
、
今
後
も
女
性
雇
用
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
と
い
う
。

　
そ
う
し
た
柔
軟
な
雇
用
形
態
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
人
材
育
成
と
し
て
「
ザ
・
モ

リ
ト
」
の
育
成
に
も
力
を
注
ぐ
。
モ
リ
ト

と
は
森
林
整
備
従
事
者
に
対
す
る
県
独
自

の
呼
称
で
あ
り
、
当
組
合
で
は
《
ザ
・
モ

リ
ト
＝
森
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
》
と

し
て
、
そ
の
育
成
を
続
け
て
き
た
。
各
種

研
修
へ
の
参
加
や
、
資
格
・
免
許
の
取
得

を
は
じ
め
、
ベ
テ
ラ
ン
作
業
員
の
中
か
ら

指
導
員
を
任
命
し
て
、
新
し
い
モ
リ
ト
を

次
々
に
育
て
て
い
け
る
よ
う
な
教
育
の
体

制
を
整
え
て
い
る
。「“
作
業
員
”
と
い
う

と
昔
は
使
わ
れ
る
側
と
い
う
位
置
づ
け
で

し
た
が
、
作
業
員
が
い
な
け
れ
ば
森
林
組

合
の
事
業
と
い
う
の
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
モ
リ
ト
と
い
う
呼
称
は
そ
う
い
っ
た

リ
ス
ペ
ク
ト
の
意
味
も
込
め
て
使
用
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
従
業
員
の
関
係
性
は

同
等
で
あ
る
べ
き
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

や
っ
て
い
ま
す
」

　
施
設
と
し
て
は
2
0
2
2
年
の
9
月
か

ら
「
吉
田
木
材
流
通
セ
ン
タ
ー
」
を
新
し

く
開
設
し
、
現
場
で
伐
り
出
し
た
原
木
の

集
積
や
、
流
通
機
能
の
強
化
を
拡
充
し
て

い
る
。
木
材
生
産
に
つ
い
て
は
、
本
来
は

地
元
生
産
・
地
元
消
費
と
い
う
考
え
の
も

と
製
材
・
加
工
を
行
っ
て
き
た
が
、
近
年

で
は
日
本
家
屋
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
風

潮
も
あ
り
、
以
前
ほ
ど
の
需
要
が
な
い
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
業
務
と
し
て

は
森
林
整
備
が
メ
イ
ン
と
は
い
え
、
地
域

経
済
に
寄
与
す
る
と
い
う
目
的
に
お
い
て

は
、
雇
用
の
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。「
我
々
の
技
術
や
資
源
を
活

か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
か
ら
事
業
を

多
角
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
い
う
組
合
長
の
言
葉
ど
お

り
、
当
組
合
で
は
広
葉
樹
の
原
木
か
ら
製

造
す
る
「
お
が
粉
」
を
使
用
し
た
舞
茸
生

産
や
、
木
材
を
使
っ
た
新
し
い
製
品
づ
く

り
な
ど
、
山
の
仕
事
以
外
の
と
こ
ろ
で
新

し
い
販
路
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　
山
を
守
り
、
自
然
災
害
の
脅
威
か
ら

人
々
を
守
る
た
め
に
も
、
森
林
組
合
は
地

域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
。

飯
石
森
林
組
合
の
事
務
所
の
一
室
の
壁
に

は
森
林
組
合
の
仕
事
に
つ
い
て
、「
み
ん

な
に
幸
せ
を
育
む
こ
と
」
と
大
き
く
書
か

れ
て
い
る
。「
山
の
財
産
を
地
域
に
還
元

し
、
人
々
を
幸
せ
に
す
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も

ま
ず
、
従
業
員
が
生
き
生
き
と
働
き
、
安

心
し
て
現
場
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
な
職

場
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と
組
合

長
。「
地
域
づ
く
り
と
森
づ
く
り
、
そ
れ

を
支
え
る
人
づ
く
り
」
と
い
う
経
営
理
念

の
も
と
、
今
日
も
モ
リ
ト
た
ち
は
山
へ
と

向
か
う
。

山頂付近の作業現場で働く栃谷徳子さん。
原木の扱いも手慣れたもの 2023年6月に組
合長に就任した木村守登組合長。以前は市役
所で勤務していたという 女性作業員のため
に現場に設置された屋外トイレユニット 作
業の合間に談笑する二人。ケガや事故を防ぐた
めにも普段からの信頼関係が大切 山全体の
状態をドローンで確認。以前は目視で行ってい
た作業 山の斜面で作業をする重機 昨年
9月に開設された「吉田木材流通センター」
飯南町にある「舞茸センター」で栽培されている
舞茸。年間を通して温度や湿度が一定管理さ
れ、安定した供給を行っている
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島
根
県
は
、
県
土
の
総
面
積
の
う
ち

79
%
を
森
林
が
占
め
る
と
い
う
日
本
で
も

有
数
の
森
林
県
で
あ
る
。
特
に
中
山
間
地

域
に
お
け
る
森
林
の
割
合
は
高
く
、
そ
の

森
林
を
整
備
し
て
活
用
し
な
が
ら
、
次
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
森
林
組
合

の
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。

　《
飯
石
森
林
組
合
》
は
、
県
内
で
も
大

型
組
合
の
一
つ
で
あ
り
、
管
轄
エ
リ
ア
は

雲
南
市
の
一
部
（
三
刀
屋
町
、
吉
田
町
、

掛
合
町
）
と
飯
南
町
を
ま
た
い
だ
広
大
な

面
積
を
管
理
す
る
。
森
林
整
備
や
養
苗
事

業
な
ど
森
づ
く
り
を
行
う
「
森
林
整
備
部

門
」
の
ほ
か
、
木
材
の
製
材
か
ら
販
売
を

行
う
「
加
工
部
門
」、
木
材
の
生
産
・
販

売
を
行
う
林
産
事
業
や
舞
茸
の
生
産
・
販

売
と
い
っ
た
特
産
事
業
を
担
う
「
販
売
部

門
」、人
材
育
成
や
広
報
事
業
を
行
う「
指

導
部
門
」
と
4
つ
の
部
門
を
設
置
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
務
を
多
角
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
事
業
の
主
体
と
な
る
「
森
林
整
備
部

門
」で
は
山
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

年
間
約
20
万
本
の
苗
木
を
生
産
し
、
木
を

伐
っ
て
育
て
る
こ
と
で
山
を
循
環
さ
せ
て

い
る
。
ま
た
、
住
宅
周
辺
の
草
刈
り
や
木

の
伐
採
、
雪
か
き
と
い
っ
た
住
環
境
整
備

も
事
業
の
一
環
。「
お
墓
周
り
を
掃
除
し

た
り
、
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
の
依
頼
が
来
た

り
。
こ
の
前
は
福
祉
関
係
の
ご
相
談
も
あ

り
ま
し
た
」。
笑
顔
で
そ
う
話
す
の
は
木

村
守
登
組
合
長
。
組
合
員
の
多
様
な
相
談

事
に
も
可
能
な
限
り
耳
を
傾
け
る
と
い

い
、
地
域
に
寄
り
添
う
組
合
の
姿
勢
が
垣

間
見
え
る
。

　
人
材
確
保
の
対
策
に
も
長
年
力
を
注
い

で
き
た
。
県
内
の
組
合
に
先
駆
け
、
労
働

条
件
の
改
善
や
安
定
的
な
所
得
を
維
持
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
10
年
以
上
継
続
し

て
行
い
、
若
手
労
働
者
や
、
U
I
タ
ー
ン

の
新
規
参
入
者
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
て
い
る
。
現
在
の
従
業
員
数
は
83
名

で
、
現
場
作
業
員
の
平
均
年
齢
は
30
代
、

県
内
の
森
林
組
合
の
中
で
も
若
手
が
多
い

組
合
だ
。
そ
し
て
林
産
現
場
で
2
名
、
養

苗
現
場
で
一
名
と
、
合
わ
せ
て
3
名
の
女

性
が
現
場
で
働
い
て
い
る
点
に
も
注
目
し

た
い
。
2
名
の
女
性
作
業
員
は
男
性
作
業

員
と
同
じ
よ
う
に
山
に
入
り
、
立
木
を
伐

採
し
、
大
型
機
械
を
操
り
、
木
材
を
搬
出

す
る
。「
男
女
問
わ
ず
、
誰
も
が
働
き
や

す
い
就
労
条
件
や
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。
女
性
へ
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
現
場
で
の
ト
イ
レ
の
設
置
や
、
専

用
の
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の
設
置
で

し
ょ
う
か
。
現
場
で
も
不
自
由
な
く
働
け

る
よ
う
、
必
要
な
も
の
は
揃
え
て
い
き
た

い
」
と
組
合
長
。
産
休
育
休
制
度
は
も
ち

ろ
ん
、
女
性
従
業
員
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

13

2

多
角
的
な
業
務
を
行
う

4
つ
の
部
門

女
性
の
雇
用
と
モ
リ
ト
の
育
成

積
極
的
な
人
材
対
策
を

従
業
員
の
幸
せ
づ
く
り
が

地
域
の
幸
せ
に
つ
な
が
る

24
LEADING COMPANY

飯
い い し し ん り ん く み あ い

石森林組合

地域を守り、人々を守る
森のプロフェッショナルたち

094095



飯石森林組合

大きな重機を操り
原木をつくる
山の斜面で重機に乗り、
伐倒木の枝払・造材な
どを行う2人。重機の操
縦のほか、山に入ってチ
ェーンソーで立木を伐採
することも。「何十年も
生きた大きな杉が倒れる
瞬間の迫力はすごいんで
す！」と林業の醍醐味を
語る。

送電線の巡視路を
整備
造林班にはさまざまな業
務があり、この日の仕事
は、電力会社による送
電線の巡視や管理を行
いやすくするため、巡視
路や鉄塔周りを整備す
る作業。時にはこうした
仕事が入ることもある。
使用した道具のメンテナ
ンス(左下)も、大切な
仕事の一つ。

センターの開設で
流通機能を強化
現場から送られてくる大
量の原木。以前はこうし
た施設がなかったため、
山から直接、限られた
場所にしか出荷できなか
ったが、センターができ
て大幅に流通機能が強
化された。「山林現場で
生きている木を相手にし
ていた時と、木の見方
が完全に変わりました」
と話す。

採用担当者からあなたへ

事業内容

総務企画課長
石飛 志保さん

森林整備、木材生産、製材加工、
きのこ（舞茸）生産 等

飯石森林組合

私たちは、持続可能な森林
づくりを通じた地域社会へ
の貢献、林業の活性化を目
指して取り組んでいます。森
林整備や自然環境の保全
に興味や関心がある人、体
力と忍耐力に自信があり、円
滑なコミュニケーションがと
れる人、前向きに仕事に取
り組むことができる人を求
めています。

公式サイトは
こちら

0854-62-1520

soumu@ii-mori.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

創　業　平成元（1989）年12月1日
代表者　代表理事組合長　木村 守登
社員数　83名（男63名　女20名）
本　社　島根県雲南市掛合町掛合2152-11
電　話　0854-62-1520

雲南市、飯石郡

　2022年9月に開設した「吉田木材流通センター」

で働くベテランコンビ。センターに運ばれてくる大

量の原木を、大きさや曲がりなど質・状態を見なが

ら選別し、出荷までの業務を行っている。

　以前は山林現場の作業員だったという二人。現

場の苦労を知っているだけに、仕分けにも気合いが

入る。「送られてきた木を見ながら、この時期は暑

くて大変だったろうとかいろんな思いが湧き上がっ

てきます。現場が頑張って伐ってくれた木を、少し

でもいい状態で出荷したい」。偏った選別にならな

いよう、それぞれが仕分けた木を、お互いにチェッ

クし合う。「真剣に見すぎちゃって、夕方になると目

が疲れるんです」と笑う。

　兼業農家の峠さんは休みの日には家で農業を、

三味線の師範という陶山さんは教室を開いたり全国

の舞台を渡り歩いたりと、二人とも林業とは違う顔

も持つ。この仕事の魅力を聞くと、「“山”という共

通の話題があるから、年代関係なく仲がいいのが

魅力と思います。身体を動かすのが好きだから無

理なく続けられたんだと思う」と陶山さん。何より

二人が長く勤めているということが、働きやすさの

証である。

木材流通担当

森林整備担当

木材生産担当

峠 実高さん（61）
入組21年目

陶山 朋之さん（50）
入組31年目

大谷 昂矢さん（21）
入組3年目

福場 浩一さん（48）
入組15年目

杤谷 徳子さん（40）
入組6年目

金折 愛梨さん（25）
入組5年目

長年培った経験で原木の質を見定める

　経験豊富な福場さんと、若手の成長株である大

谷さん。同じ造林班でペアを組み、植栽や下刈り、

間伐、枝落しなど、森林を整備して育てる業務をメ

インに行っている。大谷さんは高校卒業後、「地元

の自然に関わる仕事がしたい」と林業の世界へ。初

めてチェンソーで立木を伐った時は恐怖心もあった

が、3年目の今は大木の伐倒にも慣れ、整備を終え

た山を見てはやりがいを感じる日々だ。「周りの同

年代と比べて終業時間が早いのも魅力です。友達

と海に行ったり、地元のチームで草野球を楽しんだ

り、自分の時間をしっかり楽しめています」と笑顔

で語る。

　入組15年目になる福場さんは、若手社員の指導

役も行うベテラン作業員だ。自然相手の現場ではさ

まざまな判断力や体力・技術が必要だが、若手に

負けないパワフルさで現場をリードしている。「風通

しもよく人間関係も良好、働きやすい職場ですよ」

と福場さん。大谷さんは福場さんの息子と同じ年と

いい、まるで親子のような関係性の二人。険しい山

の中で、時には大変な場所での作業もあるが、信

頼関係を築きつつ強力なタッグで頼もしく森を育て

ている。

親子のような信頼関係でともに森を育てる

　山林の現場で働く二人の林業女性。以前は事務

職をしていたという栃谷さんは、知り合いに誘われ

て林業の世界に入った。集材用の車両フォワーダを

乗りこなし、原木の運搬や搬出を行っている。「山

によって道も木も全部違うので、6年目でもまだま

だ学ぶことも多く、ずっと成長し続けられるのがこ

の仕事の魅力。でも雷は嫌いです（笑）」と笑顔で

話す。

　そんな栃谷さんを“姉さん”と慕う金折さんは、

「機械に乗るのがとにかく好きで、毎日が楽しい！」

と言い、立木の伐倒や造材を行うハーベスタを巧み

に操り、パワフルに原木生産に取り組んでいる。

　女性には大変な仕事なのではと感じるが、二人の

話からはそんな苦労は感じられない。「女性だから

という“ひいき”はありませんが、働きやすい環境

を作ってもらえていることはすごく感じます」。力仕

事など、現場では男性にしかできない作業もある

が、仲間同士お互いに負担のないよう補い合って動

けるいい関係が作れているという。「林業は楽しい

と自信を持って言えます。興味がある人はぜひ林業

体験をしてみてください！実際に触れてみることでイ

メージが変わりますよ」

森で働く女性たち「林業は楽しい！」

採用エリア（勤務地） 

096097


